
東京都立八王子桑志高等学校 令和６年度 年間指導計画（シラバス）

学期 考査 観点 a b c d e

（知） 〇 〇

（思） 〇

（態） 〇

（知） 〇 〇

（思） 〇

（態） 〇

配当

時数評価規準
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・図面の役割や｢製図総則」、｢機械製図」などのJIS規

格の重要性について理解している。考え（思考・判

断）、誤りのない図面をかくこと(表現）ができる。

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

　｢製図総則」、｢機械製図」などのJIS規格に興味･関心

をもち、誤りのない図面をかくことに意欲的に取り組ん

でいる。

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や｢製図総

則」、｢機械製図」などのJIS規格の必要性を理解してい

る。

・誤りのない図面をかくことができる実践的な知識を身

につけている。

d:自己評価 e:授業態度

2 指導学年：

機械製図の基本を学び，機械・器具の設計製図に至るまで段階を追って学習する。

そのうえで，CADによる設計製図の概要を学習する。

機械製図に関する基礎知識を，総合的にまとめる能力を身につける。

評価規準

知識・技能（知） 思考力・判断力・表現力（思） 主体的に学習に取り組む態度・学びに向かう力（態）

各種機械や部品の製作に使用される図面な

どの作成に関する基礎的・基本的な知識と技

術を習得するとともに，各種機械や部品の

製作に使用される図面等の役割や作図法，

図面などを正しく読み，作成できる力を身

につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面な

どの作成における諸問題を的確に把握（分

析）し，考察を深めるとともに，機械製図

に関する知識と技術を活用しながら表現す

る力を身につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面な

どを作成することに興味・関心をもち，機

械製図の意義や役割の理解および諸問題の

解決を目指して，主体的に学習に取り組も

うとしている。

評価方法

1教科・分野： 工業・クラフト 科目： 機械製図 単位数：

使用教科書　
702機械製図（実教出版）

年間指導目標：

副教材
基礎製図練習ノート

1

学

期

中

間

考

査

第１章　製図の基礎

１　機械製図と規格

　1　図面の役目と種類

　2　製図の規格

2　製図用具とその使い方

　1　製図用具

　2　製図用具の使い方

b:パフォーマンス

（実技・実習・課題）
c:小テスト等a:定期考査

単元及び指導内容
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・興味・関心をもち、正確で美しい文字や線が表現でき

るよう意欲的に取り組んでいる。

･基礎的な図形のかき方について理解している。興味・

関心をもち、正確な図形がかけるよう意欲的に取り組ん

でいる。

1

学

期

期

末

考

査

3　図面に用いる文字と線

　1　文字

　2　線

4　基礎的な図形のかき方

　1　基礎的な作図

　2　直線と円弧，円弧と

円弧のつなぎ方

・製図の基本である文字や線のかき方を理解している。

・正確で美しい文字や線を表すことについて理解してい

る。実践的な知識を身につけている。

・基礎的な図形のかき方について理解している。

・正確な図形をかくことができる実践的な知識を身につ

けている。

・創意工夫（思考・判断）し、正確で美しい文字や線を

かくことができる。

･基礎的な図形のかき方について理解している。創意工

夫（思考・判断）し、正確な図形をかくこと(表現）が

できる。



（知） 〇 〇

（思） 〇

（態） 〇

（知） 〇 〇

（思） 〇

（態） 〇

（知） 〇 〇

（思） 〇

（態） 〇

合計 78

２

学

期

中

間

考

査

3　平面曲線

5　投影図のえがき方

　1　投影法

　2　投影図のえがき方
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・正確な図形をかくことができる実践的な知識を

身につけている。

・製図の基本である投影法について理解してい

る。

・正確な投影図をえがくことができる実践的な知・製図の基本である投影図のえがき方について理

解している。

　創意工夫（思考・判断）し、正確な投影図をえ

がくことができる。

・投影図のえがき方について理解している。興

味・関心をもち、正確な投影図がえがけるよう意

欲的に取り組んでいる。
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３

学

期

学

年

末

考

査

第2章　製作図

1　製作図のあらまし

　1　製作図

　2　尺度

　3　図面の様式

　4　製作図のかき方と

　　　検図

　5　図面の管理
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・等角図やテクニカルイラストレーションなどの

立体的な図示法について理解している。

・正確な立体図をえがくことができる実践的な知

識を身につけている。

２

学

期

期

末

考

査

6　立体的な図示法

　1　等角図のえがき方

　2　キャビネット図

　3　カバリエ図

　4　テクニカルイラスト

レーション

・JIS規格で定められた尺度や図面の様式等に思

考・判断し、内容の理解に取り組んでいる。

・製作図のかき方や検図の仕方、および図面の管

理等に適切に思考・判断し、関連知識と技能(表

現）を製図に活用している。

・JIS規格で定められた尺度や図面の様式等に興

味・関心をもち、内容の理解に意欲的に取り組ん

でいる。

・製作図のかき方や検図の仕方、および図面の管

理等に興味・関心をもち、関連知識と技能の習得

に意欲的に取り組んでいる。

・等角図やテクニカルイラストレーションなどに

ついて創意工夫（思考・判断）し、正確な立体図

をえがくことができる。

・等角図、キャビネット図、カバリエ図、テクニ

カルイラストレーションなどの立体的な図示法に

ついて理解している。

　興味・関心をもち、正確な立体図がえがけるよ

う意欲的に取り組んでいる。

・JIS規格で定められた尺度や図面の様式等につい

て理解している。

・実践的な関連知識や技能を身につけている。

・製作図のかき方や検図の仕方、および図面の管

理等について理解している。


